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近現代日本における女性とキャリアに関する社会調査データアーカイブ構築

にもとづく比較社会学的研究 

研究代表者 尾 中 文 哉 日本女子大学 教授 
共同研究者 大 澤 真知子 現代女性キャリア研究所長・日本女子大学 教授 
共同研究者 永 井 暁 子 日本女子大学 准教授 

1 はじめに 

1-1 本研究の目的 

本研究は、「近現代日本における女性とキャリアに関する社会調査データアーカイブ構築にもとづく比較

社会学的研究」と題し、時代としては近現代全体を射程に入れつつ、女性とキャリアに関する社会調査のデ

ータアーカイブを構築し、それを活用した比較社会学的研究を行うことを目的とする。 

このデータアーカイブは、日本女子大学現代女性キャリア研究所が 2008 年～2010 年にかけて文部科学省

私立大学戦略的基盤形成支援事業「戦後日本の女性とキャリアに関わる文献資料調査とデジタル保存」で開

始し、2011～2015年には同事業の「データアーカイブの運用と拡充」として行ってきた事業の継続として 2016

～2018年度に実施したものである。 

「データアーカイブ」というのは、図書館学(Library Science)という固有の広がりをもつ学問分野に属す

るものでもあるが、それを内容的な研究に結びつけようという意図である。それは、アンケートなりインタ

ヴューなりドキュメント分析なりといったモノグラフ的調査を行うことによる比較社会学とは若干異なり、

アーカイブを構築・整備し、またその構築されたものを比較する作業を、図書館学に貢献する研究とするの

ではなく、社会についての実質的な考察に結び付けようという「観察の観察」(Luhmann 1998:766)的なプロ

ジェクトである。 

ここで「近現代日本」であるが、まず「近代」としては明治期以降、「現代」としては、国際婦人年である

1975年からを指すことととする。以下で取り上げるデータアーカイブのうち、日本女子大学現代女性キャリ

ア研究所データアーカイブ(RIWAC-DA), 労働政策研究・研修機構(JILPT)データベース, 東京大学社会科学研

究所附属社会調査・データアーカイブ研究センター(SSJDA)の社会調査データベースは主としては「現代」に

照準しつつも、部分的にそれ以前の「近代」に属する資料も入っている。国立女性教育会館(NWEC)は 19世紀

にさかのぼる資料を多く収集・公開している。したがっていずれも「近現代日本」と呼んで遜色がないデー

タベースなのである。比較対象とした UK Dara Archive はたとえば 16 世紀にさかのぼる資料、GESIS はたと

えば 19世紀にさかのぼる資料も公開しており、十分「近現代」をカバーしている。 

ここで「データアーカイブ」とは、文書資料を、それに関する情報とセットにして保管し、少なくともそ

の一部を何らかの形で公開することと定義する。狭義にはそれは図書や報告書等として発行されたものを収

集し情報ファイルを作成し、当該情報ファイルのほうをインターネット上で公開することを指すこととする。

広義には、図書や報告書に限らず何らかの文書について、その情報の一部を何らかの形で公開することを指

すことにする。 

また「女性とキャリア」という部分は、「女性」と「キャリア」を独立した別のテーマとしてとらえて研究

するというよりも、「女性とキャリアの関係」いいかえれば、「女性のキャリア」を焦点として考えることす

る。 

 

1-2. 本研究の背景 

アーカイブという知的事業は、アッシリア帝国(紀元前 933-紀元前 612)で開始し、ローマ帝国(紀元前 27-

紀元後 395)、ビザンチン帝国(395-1453)やバチカンほか教区・修道院に受け継がれ、その後、中世末期以降

定住するようになったイタリアやフランスやイギリスやドイツの王侯たちの居城でも行われるようになり、

最終的にはフランス革命で確立することになったものである。そこではじめて国レベルで公共性のあるアー

カイブ、すなわち国立公文書館(National Archive, Archives Nationales)が誕生した(Posner 1984:3-5)。 

国立国会図書館はいうまでもなく、国立女性教育会館や東京大学社会科学研究所のデータアーカイブは、

こうした国立公文書館の流れを直接汲むものといえる。それに対し、日本女子大学現代女性キャリア研究所
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のデータアーカイブは、私立大学のそれであり、これとは異なるということもできるが、運営の仕方によっ

ては部分的にそうした役割ももつと考えることも不可能ではない。 

Schellenberg(1984)によると、パブリックレコードの価値には Evidential Value (証拠的価値)と

Informational Value (情報的価値)の二種類があり、それにより採否(appraisal)を決めるという。前者は、

そのレコードを生み出した政府の組織や機能の証拠となる価値であり、後者は、政府が取り扱う人や機関や

物や問題や状況等についての情報の価値である(ibid.:58)。Schwellenberg は国立公文書館を前提としてい

るのでこのような定義になるが、本研究の場合は、「政府」のかわりに「日本女子大学」を入れた定義となる、

とさしあたりはいっておけるであろう。 

2 データアーカイブの比較研究 

2-1 取り扱うデータアーカイブの概要 
(1) 現代女性キャリア研究所データアーカイブ(RIWAC-DA) 

現代女性キャリア研究所(RIWAC)は、「女性の多様なキャリア開発のための基礎的研究『女性とキャリアア

ーカイブ』構築にむけて」を 2008～2010年度「私立大学戦略的研究基盤形成事業」(文部科学省)の助成を受

けて開始した(三具他 2011:14)。そこでは「キャリアという言葉は、狭く職業経験を意味して使われること

が多いが、RIWACではこれを広く『生き方』として捉えている」(loc. cit.)。つまり、女性の「生き方」は、

個々人の主体的な選択のプロセスであるとともに、これを制約している様々な社会的条件の中にあると考え

るのである(loc. cit.)。そこでは職業経験にとどまらず「高学歴化」など教育の側面、結婚、子育て、介護

など家族の側面も視野に入れている(loc. cit.)。 

そして、RIWAC-DA は「社会調査」に注目する。なぜなら「社会調査自体は大量に実施されているにも関わ

らず、必ずしもその成果が共有されず、したがって有効にされているとはいえない」(loc. cit.)からである。

そういう問題関心に基づき、「女性とキャリア」に関わる文献・資料の発掘作業及びその整備・分析・保存を

行うとともに、それを内外の研究者、教育機関、企業、公共団体等によって広く利用可能なものとする(loc. 

cit.)ことを目指して設立された。 

 

 
そのなかでは、既に存在する国立女性教育会館(NWEC)の女性デジタルアーカイブや東京大学社会科学研究

所附属社会調査・データアーカイブ研究センターの社会調査データベース(SSJDA)との重複を避けることが留

意されている(三具他 2011:15)。 

また、収集範囲としては、「国際婦人年にあたる 1975 年以降の、職業キャリアに限定されない女性の生き

方を探求
マ マ

するための社会調査に特化したデータアーカイブ」(loc. cit.)とされている。つまり、「第１章 は

じめに」の定義からすると、社会調査に関しては「現代」に限定されているわけである。それと同時に、日

(出典: 現代女性キャリア研究所「RIWAC-DAのコンテンツ」『日本女子大学現代女性

キャリア研究所』(http://search.riwac.jp/)[2019.2.25閲覧]) 

図 2-1 RIWAC-DAのコンテンツ 
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本女子大学の卒業生を対象として行ってきた調査を組み込む(loc. cit.)。 

 

 
 

また、別プロジェクトで全国の女性から経験談を公募した女性のセカンドチャンス経験事例も「社会調査

データベース」とは別ページで加えている(loc. cit.)。 

 

 

今回は、前者の「国際婦人年にあたる 1975 年以降の、職業キャリアに限定されない女性の生き方を 探求
ﾏ ﾏ

するための社会調査に特化したデータアーカイブ」をブラッシュアップし、追加することを通した研究を意

図している。 

 

(2) 国立女性教育会館(NWEC)  

(出典: 現代女性キャリア研究所「RIWAC-DA検索」『日本女子大学現代女性キャリア

研究所』(http://search.riwac.jp/socialresearch)[2019.2.25閲覧]) 

図 2-2 RIWAC-DA検索 

(出典: 現代女性キャリア研究所「セカンドチャンス経験事例」『日本女子大学現代

女性キャリア研究所』(http://search.riwac.jp/secondchance)[2019.2.25閲覧]) 

図 2-3 RIWAC-DA検索 
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(出典:「国立女性教育会館」(https://www.nwec.jp/)[2019.2.25閲覧]) 

図 2-4 「国立女性教育会館」トップページ 

 

ホームページによると、国⽴⼥性教育会館は, 「⼥性教育指導者その他の⼥性教育関係者に対する研修, ⼥

性教育に関する専門的な調査及び研究等を⾏うことにより, ⼥性教育の振興を図り, もって男⼥共同参画社

会の形成の促進に資することを目的とする機関」であるという(1)。その「事業内容」の「６」として「⼥性

教育に関する情報及び資料を収集し, 整理し, 及び提供すること」とあり、それに対応してホームページに

は、「図書・資料・データベース」というサイトがあり、「データベース一覧」には、次のような項目がなら

んでいる。 

Winet（ウィネット） 

文献情報データベース 

女性デジタルアーカイブシステム 

女性アーカイブセンター資料群一覧 

国立女性教育会館リポジトリ 

女性関連施設データベース 

女性と男性に関する統計データベース 

女性情報レファレンス事例集 

女性のキャリア形成支援サイト 

NWEC災害復興支援女性アーカイブ 

女性情報ナビゲーション 

日本女性のミニコミデータベース 

海外女性情報専門データベース 

女性情報シソーラス 

 

 

 

 

一番目に Winet は、NWEC で蓄積している新聞・雑誌記事、本・地方行政資料、Web、統計への入り口とな

るサイトであると同時に、様々な情報資料の更新情報が掲載されている。 

(出典: 国立女性教育会館「データベース一覧」『独立行政法人国立女性教育会館』

(https://www.nwec.jp/database/list/index.html)[2019.2.25 閲覧]より作成。) 

表 2-1 NWEC のデータベース一覧 



 

5 

 

 

 

 

 

 

 

二番目に、文献情報データベースは、図書館の OPACのような仕方で図書資料が検索できるようになってい

るサイトである。 

 

 

 
三番目に、「女性デジタルアーカイブシステム」は、同館が所蔵している資料をデジタル化して公開してい

るもので、近代も含めて貴重な資料が直接閲覧できるサイトである。 

(出典:国立女性教育会館「文献情報データベース」『独立行政法人国立女性教育会館』

(http://winet.nwec.jp/bunken/opac_search/?smode=1)[2019.2.25閲覧]) 

図 2-6 文献情報データベーストップページ 

 

( 出 典 :国 立 女 性 教 育 会 館 「 Winet 」『 独 立 行 政 法 人 国 立 女 性 教 育 会 館 』

(http://winet.nwec.jp/)[2019.2.25閲覧]) 

図 2-5 Winetトップページ 
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四番目には、女性アーカイブセンター資料群一覧サイトは、デジタルアーカイブにリストの形でアクセス

できるものである。 

 

 

 
 

五番目には、「国立女性教育会館リポジトリ」があり、これは国立女性教育会館が発行している発行物を

OPAC式に検索できるものである。 

 

(出典:国立女性教育会館「女性デジタルアーカイブシステム」『独立行政法人国立女性教育

会館』(http://w-archive.nwec.jp/il/meta_pub/G0000337warchive)[2019.2.25閲覧]) 

図 2-7 女性デジタルアーカイブシステムトップページ 

 

(出典:国立女性教育会館「女性アーカイブセンター資料群一覧」『独立行政法人国立女性教

育会館』(https://www.nwec.jp/database/list/archives.html)[2019.2.25閲覧]) 

図 2-8 女性アーカイブセンター資料群一覧トップページ 
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六番目に、「女性関連施設データベース」は、全国にある女性関連施設(特に地方自治体関連施設が多いよ

うであるが)を検索できるサイトである。 

 

 

 

七番目に、女性と男性に関する統計データベースでは、次のような項目について統計が検索できるように

なっている。 

(出典:国立女性教育会館「国立女性教育会館リポジトリ」『独立行政法人国立女性教育会

館』(https://nwec.repo.nii.ac.jp/)[2019.2.25 閲覧]) 

図 2-9 国立女性教育会館リポジトリトップページ 

(出典:国立女性教育会館「女性関連施設データベース」『独立行政法人国立女性教育会館』

(http://winet.nwec.jp/sisetu/)[2019.2.25閲覧]) 

図 2-10 女性関連施設データベーストップページ 
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人口Populat on   
世帯・家族Household and family   
労働Labour  
生活時間・無償労働Time use and unpa d work   
家計・資産Household budget and property   
教育・学習Learning and study  
社会保障・福祉Social secur ty and welfare   
健康・保健Health   
安全・犯罪Security and crime  
意思決定Decision-making   
意識調査Consc ousness survey  
人事院Nat onal Personnel Authority  
内閣府(総理府・経済企画庁)Cabinet Off ce  
警察庁Nat onal Pol ce Agency 
防衛省(防衛庁)Ministry of Defense  
総務省(総務庁・自治省)Ministry of Internal Affairs and Communicat ons  
法務省Ministry of Justice 
外務省Ministry of Foreign Affairs  
文部科学省(文部省・科学技術庁)Ministry of Educat on, Culture, Sports, Science and Technology  
厚生労働省(厚生省・労働省) Ministry of Health,Labour and Welfare 
社会保険庁Soc al Insu ance Agency  
農林水産省Ministry of Agr culture, Forestry and Fisher es  
国土交通省(建設省)Ministry of Land,Infrastructure and Transport 
最高裁判所Supreme Court of Japan  
その他Others  

 
八番目には、「女性情報リファレンス事例集」として、情報収集に関する相談を分類・掲載し、検索できる

ようにしている。 

 

 
九番目には、「女性のキャリア形成支援サイト」として、「再就職」、「就業継続」、「起業・経営」、「NPO 活

動・地域づくり」、「農林水産業・自然環境」、「政策・方針決定への参加」、「国境を越えた活動」、「研究者・

技術者」などについて「事例」「学習支援情報」などが紹介されている。 

(出典:国立女性教育会館「女性と男性に関する統計データベース」『独立行政法人国立女性

教育会館』(http://www.nwec.jp/)[2019.2.22 閲覧]) 

表 2-2 女性と男性に関する統計データベース項目 

(出典:国立女性教育会館「女性情報リファレンス事例集」『独立行政法人国立女性教育会

館』(http://winet.nwec.jp/tictconsult/)[2019.3.5閲覧]) 

図 2-11 女性情報リファレンス事例集トップページ 
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十番目には、「NWEC 災害復興支援女性データアーカイブ」では、災害復興支援に関わる資料が検索できる

ようになっている。 

 

 

十一番目には、「女性情報ナビゲーション」サイトでは、女性に関わるリンク集を公開している。 

(出典:国立女性教育会館「女性のキャリア形成支援サイト」『独立行政法人国立女性教育会

館』(http://winet.nwec.jp/?page_id=145)[2019.3.5閲覧]) 

図 2-12 「女性のキャリア形成支援サイト」トップページ 

(出典:国立女性教育会館「NWEC 災害復興支援女性データアーカイブ」『独立行政法人国立

女性教育会館』(http://w-archive.nwec.jp/il/meta_pub/sresult)[2019.2.25閲覧]) 

図 2-13 NWEC災害復興支援女性データアーカイブトップページ 
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十二番目には、「日本女性のミニコミデータベース」として、五十余りのミニコミ誌にアクセスできるよう

になっている。 

 

 

 

十三番目には、「海外女性情報専門データベース」として、Gender Watch, Gerritsen Collection, Routledge 

History of Feminismという海外の三つの女性情報データベースにアクセスできるようになっている。 

(出典:国立女性教育会館「女性情報支援ナビゲーション」『独立行政法人国立女性教育会

館』(http://w-archive.nwec.jp/il/meta_pub/sresult)[2019.2.25閲覧]) 

図 2-14 女性情報支援ナビゲーショントップページ 

(出典:国立女性教育会館「日本女性のミニコミデータベース」『独立行政法人国立女性教育

会館』(https://www.nwec.jp/database/list/cb4rt20000001xv5.html)[2019.2.25 閲覧]) 

図 2-15 日本女性のミニコミデータベーストップページ 
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十四番目には、「女性情報シソーラス」として、女性情報を検索する際に役立つ用語集が掲載されている(2)。 

 

 
このように、実に多岐にわたる情報が、非常な量で提供されており、RIWAC に比べはるかに充実している

といわざるを得ない。 

 

(3) 独立行政法人 労働政策研究・研修機構（JILPT）データベース 

独立行政法人 労働政策研究・研修機構は、「内外の労働に関する事情及び労働政策についての総合的な調

査および研究並びにその成果の普及を行う」(3)とあり、その後段に対応してサイトには「データベース」と

いうページが設けられ、調査研究が検索できるようになっている。 

(出典:国立女性教育会館「海外女性情報専門データベース」『独立行政法人国立女性教育会

館』(https://www.nwec.jp/database/list/cb4rt20000001xv5.html)[2019.2.25閲覧]) 

図 2-16 海外女性情報専門データベーストップページ 

(出典:国立女性教育会館「女性情報シソーラス」『独立行政法人国立女性教育会館』

(https://www.nwec.jp/database/list/http://www.nwec.jp/jp/portal/page03.html)[2019.

2.25閲覧]) 

図 2-17 女性情報シソーラストップページ 
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(4) 東京大学社会科学研究所附属社会調査・データアーカイブ研究センター(SSJDA)社会調査データベ

ース 

これは東京大学社会科学研究所が設置したデータアーカイブであるが、ホームページによると、「データア

ーカイブは、統計調査、社会調査の個票データ（個々の調査票の記入内容。マイクロデータ）を収集・保管

し、その散逸を防ぐとともに、学術目的での二次的な利用のために提供する機関です」となっている(4)。「我

が国にはこれまで組織的なデータアーカイブがなかったため、多くの調査が実施されているにもかかわらず、

それらの個票データは、当初の集計が終わるとともに徐々に消えていくのが現状」(5)という問題意識に基づ

き、「東京大学社会科学研究所附属社会調査・データアーカイブ研究センターは、我が国における社会科学の

実証研究を支援することを目的として、SSJデータアーカイブ（Social Science Japan Data Archive）を構

築、個票データの提供を 1998年 4月から行って」いるという(6)。 

(出典: 独立行政法人 労働政策研究・研修機構「データベース」『独立行政法人 労働政策

研究・研修機構』(http://db.jil.go.jp/)[2019.2.25閲覧]) 

図 2-18 JILPTデータベーストップページ 
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ここでは、調査によるデータのアーカイブ化を行い、一定の手続きに基づいて貸し出しを行っている。 

 

(出典: 東京大学社会科学研究所「東京大学社会科学研究所附属社会調査・データアーカイブ研究

センター」『東京大学社会科学研究所附属社会調査・データアーカイブ研究センター』

(https://csrda.iss.u-tokyo.ac.jp/)[2019.2.25 閲覧]) 

図 2-19 東京大学社会科学研究所附属社会調査・データアーカイブ研究センタートップページ 
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そのほか、Nesstar というアプリケーションに登録されたデータについては、単純集計とクロス集計を作

成することもできるなど、高度な公開を行っている。 

 

(5) Asian Center for Women’s Studies, Ewha Women’s University (梨花女子大学 女性学のための

アジアセンター) 

梨花女子大学にあるアジア女性学センターである。AJWS (The Asian Journal of Women's Studies, Taylor 

and Francis)という英文雑誌の発行および EGEP (Ewha Global Empowerment Program)というプログラムなど

を実施することを重視しており、図書・報告書等を収集する狭義のデータアーカイブ業務は実施していない

ようである。として整備し整理・蓄積していくものなので、広義のデータアーカイブ業務を実施していると

いえる。 

 

 

 

(出典: Asian Center for Women’s Studies「Asian Center for Women’s Studies, Ewha Women’s 
University: home」『 Asian Center for Women’s Studies, Ewha Women’s University』
(http://acws.ewha.ac.kr/eng/)[Last access on: 2019.2.28閲覧]) 

図 2-21 梨花女子大学 女性学のためのアジアセンタートップページ 

(出典: 東京大学社会科学研究所「SSJDA Direct」『東京大学社会科学研究所附属社会調

査 ・ デ ー タ ア ー カ イ ブ 研 究 セ ン タ ー 』

(https://ssjda.iss.u-tokyo.ac.jp/Direct/datasearch.php)[2019.2.25閲覧]) 
図 2-20 SSJDA Directトップページ 
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(6) Women’s Studies Center, Chiangmai University (チェンマイ大学 女性学センター) 

チェンマイ大学の女性学センター(Women’s Studies Center)である。現在は博士課程まである学科として

の活動が重要となっている。ここでも図書・報告書等を収集する狭義のアーカイブ業務は行わず、そうした

業務は同大学中央図書館に任せているようである。ここでは、を大学院教育を通しての学位の授与を行って

いるわけであるが、女性と社会調査に関する資料を、学位論文という書誌事項の整った書物の形で整理・蓄

積していくものなので、これも広義のデータアーカイブ業務といえるかもしれない。 

 

 

 

(7) UK Data Archive 

これはエセックス大学に 1967 年に当時の社会科学研究協会(Social Science Research Council)の支援を

受けて設立されたデータアーカイブであり、イギリスと外国、それもすべての大陸に関して、出生から教育、

雇用、社会的相互作用、老年に至るまでデータとメタデータ(データについてのデータ)を収集し、長期にわ

たり使えるように管理しているという(7)。現在でも、経済・社会調査協会がこれをサポートしている。2005

年からは国立公文書館の中の寄托場所として指名されている(8)。 

 

 

( 出 典 : UK Data Archive “About the Archive” UK Data Archive 

(http://data-archive.ac.uk/home)[Last access: 2019. 2. 26.]) 

図 2-23 UK Data Archiveトップページ 

(出典: Women’s Studies Center「Department of Women’s Studies, Women’s Studies Center, 
Chiangmai University: home」『Department of Women’s Studies, Women’s Studies Center, 
Chiangmai University』(http://acws.ewha.ac.kr/eng/)[Last access on: 2019.2.28閲覧]) 

図 2-22 チェンマイ大学女性学センタートップページ 
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SSJDA と同様に、Nesstarを用いたデータの提供を行っており、オンラインでも単純集計などの作業ができ

るようになっている。 

 

(8) GESIS Data Archive 

これはドイツのライプニッツにおかれた GESIS Leibniz Institute for the Social Sciences の中におか

れたデータアーカイブである。GESISとは、本質的で国際的に意味のある調査ベースの社会科学のためのサ

ービスを提供する機関であるという(9)。プレジデントのもとに５つの機関が置かれているが、そのうちのひ

とつが DAS (Data Archive for Social Sciences)であるという(10)。 

 

 
ここでも SSJDA や UK Data Archiveと同様、Nesstarを用いたデータの提供を行っており、オンラインで

も単純集計などの作業ができるようになっている。 

 

2-2 考察 
(1)制度上の比較 

日本女子大学に 2008年に設立された現代女性キャリア研究所は、これらに学びつつ、目的もかなりの部分

共有しているとはいえ、若干異なる道を歩んできたということができる。 

その最大の点は、まさしく、狭義のデータアーカイブを持つということである。Asian Center for Women’s 

Studiesの場合も、Department of Women’s Studies, Chiangmai Universityの場合も、若干の資料を内部

にもってはいるものの、それを狭義のデータアーカイブとして整備し公開するようなことはおこなっていな

い。梨花女子大学女性学のためのアジアセンター(Asian Center for Women’s Studies)の場合は、AJWS と

いう雑誌を質の高い形で出版し続けているわけだが、雑誌発行も女性と社会調査に関する資料を書誌事項の

整った一連の書物を発行するわけで、広義のデータアーカイブ事業を行っているといえるし、チェンマイ大

学女性学センター(Chiangmai University, Women’s Studies Center)の場合も、博士課程までの大学院を持

つことで学位論文という形で女性キャリアに関する広義のデータアーカイブ事業を行っている。しかしなが

ら、この両センターは、狭義のデータアーカイブは持たないのである。日本女子大学現代女性キャリア研究

所 RIWAC は、東京大学社会科学研究所附属社会調査・データアーカイブ研究センター(SSJDA)や国立女性教育

会館(NWEC)、労働政策研究・研修機構(JILPT)に学びながら狭義のデータアーカイブ事業を行っていることは、

女性センターとしての特徴といえる。 

 

(2) データアーカイブ内容に関する比較 

本章では、RIWAC および他のデータアーカイブについて、データアーカイブの内容にもとづく比較を行っ

てみたい。方法としては、次のような手順をとった。(1)RIWAC については全体、他のデータアーカイブにつ

いては検索サイトを用い、「女性」あるいは同様の語彙と、必要な場合には「社会調査」という語を入れて検

索を行い、対象とするデータリストを作成する。(2)そのなかでタイトル(調査名、成果物名、データ名など)

( 出 典 : GESIS “GESIS Leibniz Institute for the Social Sciences” 
(https://www.gesis.org/en/services/) [Last access: 2019.2.26.]) 

図 2-24 GESIS Data Archive トップページ 























 

27 

 

ることは心配すべき状況にあるともいえ、何らかの対策をたてる必要があるかもしれない。2015年にアクセ

ス数が一時的に増大しているのは、既に述べたように、①現代女性キャリア研究所で独自調査を実施して成

果を公開したこと②たまたまテレビドラマの舞台となったことなどが影響していると考えられるわけだが、

①だととすると、たとえば国立女性教育会館や東京大学社会科学研究所が行っているように、定期的に独自

調査を実施して成果を公開していくことが、Schwellenberg(1984)のいう「証拠的価値(Evidential Value)」

の高いレコードを増やしていくことでありアーカイブにとっても有益な影響を与えるとも考えられる。ただ

そのためには独自調査を実施するだけの予算と人員が必要である。また、本研究のように、アーカイブそれ

自体を調査分析することで「証拠的価値」のある研究成果をあげることも、ひとつの方策として提案したい。 

次に、RIWAC が公開している二つのデータベースのうち、「セカンドチャンス」のほうが、アクセス数が多

いということである。これも全体と同様に伸び悩んではいるものの、「社会調査データベース」のように 2017

年から 2018 年にかけて減少しているということはない。NWEC、SSJDA のデータアーカイブで最近伸びている

のは、文献情報データベースや国立女性教育会館リポジトリや調査データベースなど研究系の需要である。

「セカンドチャンス」のアクセスを維持しているのが一般の利用であるとしたら、「社会調査データベース」

のアクセスを増やすためには、より研究者のニーズにこたえるようなものにしていく必要があろう。そのた

めには、先ほども述べたように、予算と人員の配置が不可欠といえる。「社会調査データベース」サイトのア

クセスし易さを増していくことも必要であろう。 

 

３．結論 

3-1.考察のまとめ 

以上のような考察をまとめて、次のようなことがいえる。 

まず、女子大学の女性関連施設として狭義のデータアーカイブ(RIWAC-DA)をもつということが特徴的だと

いうことである。国立女性教育会館(NWEC)や労働政策研究・研修機構(JILPT)は、省庁の外郭団体として充実

した狭義のデータアーカイブをもつし、東京大学社会科学研究所附属社会調査・データアーカイブ研究セン

ター(SSJDA)は頂点に立つ国立の研究大学として狭義のデータアーカイブを持っている。しかし、梨花女子大

学女性学のためのアジアセンター(ACWS)やチェンマイ大学女性学センター(WSC CMU)がそうであるように、ま

た国内の大学の女性センターがそうであるように、学術雑誌や定期イベント、大学院といった広義のデータ

アーカイブは持っていても、大学の女性関連施設はデータアーカイブを持たないことが通例なのである。こ

のことは、RIWAC-DAの大変さを裏付けると同時に、その存在価値をも示しているともいえる。 

次に、内容に関していえば、(1)RIWAC-DAは、「意識」と「実態」の双方に目配りをしていることが特徴で、

「実態」が多い傾向のある NWECや JILPT,「意識」が多い傾向のある GESIS とは異なる。(2)RIWAC は「労働」

を含む傾向があり、「職業」を含む傾向が強い JILPT,UK Data Archive, GESISとは異なるともいえるが、多

くの変数を含むモデルでは「職業」を含む傾向も強いので、これらと似ているともいえる。逆にいえば、こ

うした傾向がみられない NWEC とは異なるともいえる。 

三つ目に、アクセス数に関していえば、RIWAC-DA は継続的にアクセス数を獲得している。ただし NWEC,SSJDA

のデータから見る限り、アクセス数は全体的に上昇傾向にあるとみられるため、RIWAC-DA のアクセス数は伸

び悩んでいるともいえる。2015年にのみ一時的に急上昇がみられたが、これは、同年に現代女性キャリア研

究所が独自調査にもとづいた本を出版したことと関係があるのではないかと考えられた。 

以上をまとめるならば、RIWAC-DAは、女子大学の女性関連施設としては異色な存在であり、困難をかかえ

てはいるものの「労働」「職業」に関し「意識」と「実態」の双方に目配りしたデータベースとして現在の社

会において一定の役割を果たしているが、アクセス数が伸び悩んでいる面もあり、「証拠的価値」を持ったレ

コードを増やしていくことが必要とされているといえる。 

 

3-2. 今後の課題 

まず RIWAC-DAとしての課題は、(1)今後も継続的に更新を続けていく予定であるが、収集数が頭打ちにな

る傾向があり、入力可能な報告書を継続的に入手するルートを開発すること、(2)さらにそれにとどまらず、

本研究をひとつの契機として、RIWAC-DA それ自体に関する研究を成果に結び付けていく道筋をつけることで

ある。次にデータアーカイブ研究としていえば、(1)今回は NWEC,JILPTとの導入的な比較を行ったが、アク
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セスデータ、カタログデータいずれについても、よりインテンシブな研究が可能と考えられる。また、海外

との比較では、組織としては韓国の ACWS,タイの WSC CMU、データアーカイブの内容とアクセスに関してはイ

ギリスの UK Data Archive,ドイツの GESIS との比較を行ったが、他の地域・事例との比較も今後は視野に入

れていきたい。 
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